
 

 

「帰国生出願者就学歴（②国内の学校出身者用）」記入要領および注意事項 
 

＜記入にあたって＞ 

(1) 別紙の「記入例」を併せて参照した上で、「帰国生出願者就学歴」を正しく記入してください。 

(2) 年月日はすべて、西暦で記入してください。 

 

１．出願者本人等情報 

(1) 「記入例」を参照の上、出願者本人等情報を正しく記入してください。 

(2) 国籍は日本に限ります。 

(3) 保護者氏名は「海外在留証明書」と同一の氏名を記入してください。 

(4) 出願者の現住所が海外の場合に限り、国内連絡先を記入してください。 

 

２．就学歴情報 

(1) （国内・海外問わず）小学校相当の学年～2024 年 3 月の期間における、すべての就学歴情報を記入してくだ

さい。海外現地校等で、入学月が 9 月などの場合は、その入学月である 9 月から記入してください。 

(2) ［種別］欄には、該当する学校種別の記号（以下参照）を記入してください。 

   内（国内学校） 日（日本人学校） 現（現地校） イ（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ） 他（その他） 

(3) ［区分］欄は、小（小学校）・中（中学校）・Gr（Grade）・Yr（Year）のうち該当するものを丸で囲んでくださ

い。 

(4) ［学年］欄は、在籍校での学年表記をそのまま記入してください（Grade8 であれば 8 と記入）。 

  ※現地校やｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙの場合、日本国内の学年への換算をする必要はありません。 

(5) ［在学期間］欄は、連続した年月になるように記入してください。在学期間（年月）の空白や重複がないよう

注意してください。各学校・区分ごとに在学開始年月と在学終了年月を記入した上で、在学期間（年月数）を

右に記入してください。 

  ※同一月内に転入出した場合、転入先学校の在学開始年月には転入年月を記入し、前籍の学校の在学終了年月 

にはその前月を記入してください。 

  ※転入出時の空白期間（夏休み等）は、前籍の学校の在学期間に含めて記入してください 

（例. 9 月 20 日に転入した場合 → 前籍の学校の在学終了年月を 8 月としてください）。 

※在学期間は、記入した月をカウントして記入してください（例. 2021 年 4 月～2022 年 8 月 年:1 箇月:5）。 

(6) 休学や一時帰国等により通学していない期間がある場合には、その旨を備考欄に記入してください。 

(7) ［在学年数計］欄には、小学校～2024 年 3 月までのすべての学校での在学期間の合計（年月数）を記入して

ください。 

 

３．出身学校情報（国内の学校を卒業見込み・卒業） 

(1) 学校名、転入年月日、卒業年月等をすべて記入してください。 

※卒業/修了見込み・卒業/修了の学校が、海外の学校の場合は、「帰国生出願者就学歴 ①海外の学校出身者 

用」を提出してください。 

 

４．海外在留期間  

(1) 出願者の在留開始年月日と在留終了年月日を、パスポートや海外在留証明書を参照のうえ記入してください。 

※出願者が申請時点で海外在留中の場合、在留終了年月日は「海外在留証明書」右上の証明日を記入してくだ 

さい。 

(2) 上記期間のうち、保護者との（海外での）同居開始年月と同居終了年月を記入してください。 

※出願者と保護者がいずれも申請時点で在留中の場合、同居終了年月は「海外在留証明書」右上に記載された 

証明年月を記入してください。 

(3) ［保護者との同居在留期間］欄には、出願者と保護者との海外での同居在留期間の合計（年月数）を記入して

ください。 

※保護者との同居在留期間は、記入した月をカウントして記入してください 

（例. 2020 年 4 月 ～ 2023 年 4 月の場合 ⇒ 3 年 1 ヶ月）。 

以 上 

 

  



早稲田大学高等学院 2024 年度入学試験 帰国生出願資格認定申請 受付年月 受付№ 認定 

帰国生出願者就学歴（書式１・②国内の学校出身者用） 月 日  有 ・ 無 

１．出願者本人等情報 

出 

願 

者 

カナ氏名 ワセダ ジロウ 
現住所 

〒177-XXXX  東京都 XXX 区 XXX２－８－１６ 

漢字氏名 早稲田 次郎 XXXX マンション３０１ 

生年月日 [西暦] 2008 年 12 月 6 日 電話  090 － XXXX － XXXX 国籍※1 ☑日本 

保護者氏名※2 早稲田 和夫 Mail     okuma-XXX ＠ gXXXX.ne.jp 

国内 

連絡先 

※3 

氏名 小野 次郎 現住所 〒227-XXXX  神奈川県横浜市△▽区○○３－２－１０１ 

出願者との続柄 
祖父 

電話 045 － 5XXX － XXXX 

※1. 帰国生出願資格者の国籍は日本に限ります。日本国籍の方はチェック☑してください。 

※2. 保護者氏名は海外在留証明書と同一の氏名を記入してください。 

※3. 出願者の現住所が海外の場合に限り、国内連絡先を記入してください。 

２．就学歴情報（小学校～2022 年３月までのすべての就学情報を記入すること） 

学 校 名 
種

別 

国名・ 

都市名 

在学学年 

該当の区分を丸で囲む 
在学期間 

区分 学年～学年 （西暦）開始年月～終了年月 年 箇月 

△△エレメンタリース

クール 
現 

アメリカ・ 

ニューヨーク 

小・Gr 

中・Yr 
1 年～3 年 2014 年 9 月～ 2017 年 7 月 ２ 11 

練馬区立○○小学校 内 日本・東京 
小・Gr 

中・Yr 
３年～5 年 2017 年 8 月～ 2020 年 3 月 2 8 

☆☆市立▽▽小学校 内 日本・埼玉 
小・Gr 

中・Yr 
6 年～6 年 2020 年 4 月～ 2021 年 3 月 1 0 

☆☆市立○○中学校 内 日本・埼玉 
小・Gr 

中・Yr 
1 年～1 年 2021 年 4 月～ 2021 年 8 月 0 5 

XX インターナショナ

ルスクール 
イ 

シンガポール・シ

ンガポール 

小・Gr 

中・Yr 
7 年～8 年 2021 年 9 月～ 2023 年 8 月 2 0 

☆☆区立□□中学校 内 日本・東京 
小・Gr 

中・Yr 

 

3 年～3 年 2023 年 9 月～ 2024 年 3 月 0 7 

備考欄（休学等） 
 

 
 

 

 在学年数計 9 7 

・種別欄には、内（国内学校）、日（日本人学校）、現（現地校）、イ（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ）、他（その他）を記入してください。 

・在学期間には、空白や重複がないよう記入してください。転入出時の空白期間や夏休みは、前の在籍校の在学期間に 

含めて記入してください。 

・在学期間は記入した月をカウントして記入してください（例：2019 年 4 月～2020 年 8 月の場合 ⇒ 年：1 箇月：5）。 

３．出身中学校情報（国内の学校を卒業見込み・卒業）※該当の○に●（塗りつぶし）を付ける。 

学校名 ☆☆区立□□中学校 

転入年月日 2023 年 9 月 20 日  ←日付まで必ず入力の事 

卒業年月等 2024 年 ３ 月 に ●卒業見込  ○卒業 

４．海外在留期間 

出願者の 

在留開始年月日 
2021 年 8 月 21 日  

出願者の 

在留終了年月日 
2023 年 8 月 20 日  

保護者との 

同居在留期間 

保護者との 

同居開始年月 
2021 年 8 月 

保護者との 

同居終了年月 
2023 年 8 月 

2 年  1ヶ月  

※出願者が申請時点で海外在留中の場合、在留終了年月日は「海外在留証明書」右上に記載された証明日を記入してください。 

※保護者との同居在留期間は記入した月をカウントして記入してください。（例. 2018 年 4 月～2021 年 4 月の場合 ⇒ 3 年 1 ヶ月） 

保護者との「同居開始年月」～「同居終了年月」

までの期間を記入する。 

 

2024 年 3 月までのすべての就学歴を記入する 

（空白期間・重複期間は不可）。 

※転入出時の空白期間（夏休み等）は、 

前籍の学校の在学期間に含めて記入する。 

（例：9 月 20 日に転入した場合 

 →前学歴の在学終了年月を 8 月としてください） 

 

種別欄は記入要領を参照し記入する。 

在学年月数の合計欄まで 

必ず記入する。 

 

該当する区分をマルで囲む。 

この記入例と併せて、別紙「記入要領および注意事項」を参照し、作成してください。 

記入例② 

国内の学校を卒業・修了 

2024 年 3 月卒業の場合は 

2024 年 3 月 ●卒業見込 と記入する 

 

 

在留先から国内中学校への 

（帰国時）転入年月日を記入する。 

 


